








1.はじめに 

乳幼児突然死症候群(SIDS〉の児に、病理学的に慢性低酸素症を示唆する病変があり、未然

型 SIDS 児に呼吸生理学的に睡眠中無呼吸と呼吸調節の異常がみられるために、我々は脳幹

部の呼吸中枢の異常をうたがい、形態学的に検討してきた。SIDS 例の呼吸中枢には反応性

アストログリアの増加があり、脳幹グリオーゼ(brainstem gliosis)と呼ばれている。我々

は脳幹の呼吸中枢に glial fibrillary acidc protein(GFAP)陽性ダリアが SIDS 例に増加

しているのを認めた。 

一方、昨年度、SIDS 例の脳幹の Golgi 染色を行い、呼吸中枢ニューロンの樹状突起に未発

達所見としての樹状突起棘の残存を認めた。この変化は慢性低酸素症による発達遅滞とも

考えられるが、呼吸中枢のニューロンの異常は神経性呼吸調節障害に関与している可能性

が大きく、重要な所見と考えられた。しかし、脳幹グリオーゼと樹状突起棘残存の関係が

不明であるため、Golgi 染色と GFAP 染色と同時に行った SIDS 例について、延髄呼吸中枢

の GFAP 陽性ダリアの増加とニューロン樹状突起棘の残存との関係を検討した。 


